
3月上旬まで開催された「雛山まつり」で、綾の手紬染織工房に展示されていた創作雛山。 この美しい雛山が 
会場を華やかに彩っていました。 

受け継がれる伝統文化 ～第12回綾雛山まつり開催～ 
【特集】 

受け継がれる伝統文化 ～第12回綾雛山まつり開催～ 
【特集】 
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綾町は日本で最も美しい村連合に 
加入しています。 

ＮＨＫラジオ「民謡をたずねて」公開録音のご案内 

後期高齢者保険料改定 他  

新規就農者への支援事業が開始されます  

平成24年度軽自動車税減免のご案内 他 

・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　 

・・・・・・・ 

・・・・・・　 

P 3 

P5・6 

P12 

P17

綾町  
人口  
の  

男 
女 
総　数 
世帯数 

転入 
転出 

15 
26

出生 
死亡 

6 
7

3,405 
3,879 
7,284 
2,885

（－ 5 ） 
（－ 7 ） 
（－12） 
（－ 4 ） 

※（　　）は前月比 
　現住人口調査3月1日現在 

「まゆ」でつくる創作雛山 
 （2月29日撮影） 
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1

■ 

今
年
は
　
か
所
に
雛
山
展
示
 

　
今
年
も
、
２
月
25
日
〜
３
月
４
日
に
か
け
て
「
第
12
回
　
綾
雛
山
ま
つ
り
」
が
綾

町
中
央
通
り
商
店
街
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
町
内
19
か
所
の
施
設
、
商
店
や
個
人
宅
と
、
大
淀
川
学
習
館
、
シ
ェ
ラ

ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
の
町
外
２
か
所
に
雛
山
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
南
麓
公
民
館
で
は
、
日
本
舞
踊
、
大
正
琴
な
ど
の
催
し
物
も
開
催
さ
れ
、
だ
ご
汁

な
ど
も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。 

　
雛
山
ま
つ
り
期
間
中
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

地
図
を
片
手
に
雛
山
め
ぐ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
綾
の
ま
ち
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

 

■ 

江
戸
時
代
か
ら
続
く
綾
の
伝
統
文
化 

　
綾
の
「
雛
山
」
は
、
遠
く
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
北
麓
の
梅
藪
地
区

が
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
化
は
、
長
女
が
生
ま
れ
た
初
節
句
に
親
戚
や

隣
近
所
の
人
た
ち
が
、
山
や
川
で
拾
っ
て
き
た
巨
木
や
古
木
を
飾
り
付
け
、
花
木
な
ど

を
持
ち
寄
っ
て
奥
座
敷
に
山
河
を
再
現
し
た
雛
山
を
作
っ
て
お
祝
い
す
る
風
習
で
す
。

こ
の
雛
山
に
は
綾
町
の
自
然
の
如
く
、
清
く
優
し
く
、
大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
化
は
綾
町
独
自
の
も
の
で
、
全
国
的
に
も
珍
し

く
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。 

　
こ
の
綾
の
伝
統
的
な
文
化
を
後
世
へ
継
承
す
る
た
め
、
平
成
13
年
か
ら
綾
町
商
工

会
女
性
部
が
中
心
と
な
り
、
町
内
の
商
店
街
に
美
し
く
雛
山
を
飾
り
付
け
、
一
般
に
公

開
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
綾
雛
山
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
毎
年
開

催
さ
れ
る
綾
の
春
の
メ
イ
ン
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
長
し
た
の
で
す
。 

（
商
工
会
女
性
部
は
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
23
年
度 

第
47
回
宮
崎
日
日

新
聞
賞
」
で
「
文
化
賞
」
を
受
賞
） 

　
綾
町
に
は
守
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。

「
雛
山
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
雛
山
ま
つ
り
を
通
じ
て
こ
の
伝
統
文
化
を
よ
り
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
い
、
後
世
に
継
承
し
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

「そば処まる」に展示された雛山 「そば処まる」に展示された雛山 

期間中、県内外多くの観光客が雛山めぐりを楽しんだ 日本舞踊、大正琴など多くの催し物が行われた南麓公民館の様子 期間中、県内外多くの観光客が雛山めぐりを楽しんだ 日本舞踊、大正琴など多くの催し物が行われた南麓公民館の様子 
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今
年
の
雛
山
ま
つ
り
期
間
中

は
他
に
も
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン

ト
が
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

綾
町
を
練
り
歩
く
「
綾
せ
っ
か

く
ウ
ォ
ー
ク
」、
町
内
の
工
芸

家
が
企
画
し
た
「
カ
リ
ス
マ
案

内
人
と
行
く
綾
旅
ｉ
ｎ
ひ
な
山

ま
つ
り
」、
綾
城
で
開
催
さ
れ

た
「
綾
夢
来
人
ま
つ
り
」
な
ど

で
す
。
相
乗
効
果
で
今
ま
で
以

上
に
雛
山
ま
つ
り
も
盛
り
上
が

り
町
全
体
が
賑
わ
い
ま
し
た
。 

今年は綾ふれあい館にも雛山が展示されました。 
商工青年部のみなさんの作品です。 

南麓公民館では美味しい手づくりぜんざいを味わうこともできました。 

江戸時代の雛人形も飾られていました。 （南麓公民館） 

熊須碁盤店に展示された雛山は町内最大規模 

ま
る
で
動
き
だ
し
そ
う

な
人
形
…
。
ど
の
雛
山

に
も
細
部
ま
で
装
飾
が

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

同時開催された「綾夢来人まつり」では、綾町出身の「上
田浩恵さん（Whoopin）」らが素晴らしいゴスペル音楽
と歌声を披露。 

雛
山
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開
催 

 

「そば処まる」に展示された雛山 

期間中、県内外多くの観光客が雛山めぐりを楽しんだ 日本舞踊、大正琴など多くの催し物が行われた南麓公民館の様子 
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「民謡をたずねて」公開録音  観覧者募集「民謡をたずねて」公開録音  観覧者募集

綾町で「民謡をたずねて」の公開録音を実施します。 
全国各地の民謡を、民謡界を代表する方々の出演に 
より存分にお楽しみ頂きます。 

◆「民謡をたずねて」公開録音◆

と　き　　平成24年6月16日（土） 
　　　　　　開場：午後0時30分 
　　　　　　開演：午後1時（午後3時終演予定） 

ところ　　綾町文化ホール 

入場料　　無　料　 
　※ 就学前のお子様のご同伴・入場はご遠慮ください。 

 
★ 放送予定 ★　　平成24年9月15日（土）、22日（土）、29日（土） 

ラジオ第１・ＦＭ放送　午後0時30分～0時55分 
※放送日時は変更になることがあります。 

★ 出　　演 ★　　（唄）小杉真貴子、小野田浩二、田中祥子、力武杏奈　ほか 
★ 司 会 者 ★　　ＮＨＫ宮崎放送局アナウンサー 

【観覧申込方法】　 
　　郵便往復はがき（１枚で２人様分）の、 

　　往信用裏面に　①郵便番号、②住所、③名前、④電話番号を、 

　　返信用表面に　①郵便番号、②住所、③名前　を明記し、下記あて先までお送り下さい。 

【あ て 先】　〒880－8633（住所不要）　ＮＨＫ宮崎放送局「民謡をたずねて」係 

【締め切り】　平成24年5月24日 （木）必着 

※応募多数の場合は抽選のうえ、１枚で２人様まで入場できる整理券を６月１日（金）頃に発送す
る予定です。 
※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご案内のほか、受信料のお願いに使用させていただ
くことがあります。 

問い合わせ　　ＮＨＫ宮崎放送局 事業　　電話 ０９８５－３２－８１２４ 
（土日祝日除く　午前10時～午後6時30分） 
  ホームページ　http：//www.nhk.or.jp/miyazaki/

主 催 ／ ＮＨＫ宮崎放送局、綾町 

小杉 真貴子 

小野田 浩二 

力武  杏奈  

田中  祥子  

小杉 真貴子 

小野田 浩二 

力武  杏奈  

田中  祥子  
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先
月
号
で
紹
介
し
た
、
鎮
安
郡
の
観

光
地
馬
耳
山
（
マ
イ
サ
ン
）
の
入
り
口

に
あ
る
、
自
慢
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一

つ
が
塔
寺
（
タ
プ
サ
）

で
す
。 

　
馬
耳
山
が
自
然
の
産

ん
だ
傑
作
だ
と
す
れ
ば
、

塔
寺
は
人
間
の
作
り
だ

し
た
傑
作
と
言
え
ま
す
。 

　
１
０
０
年
前
に
、
25

歳
だ
っ
た
李
甲
龍
（
イ
・

カ
プ
リ
ョ
ン
）
と
い
う

人
が
、
亡
く
な
る
ま
で

の
70
年
余
り
の
間
、
１

２
０
基
程
の
石
塔
を
積

み
上
げ
続
け
て
出
来
た

も
の
で
、
そ
の
中
の
80

基
が
現
在
も
倒
れ
る
こ

と
な
く
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
で
は
、
こ
の
珍
し
い
光
景
を
見

る
為
に
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
石
塔
が
、
接
着
剤
や
セ
メ
ン

ト
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
１
０
０
年
の
歳
月
が
過
ぎ
た

今
も
、
ほ
ぼ
壊
れ
る
こ
と
な
く
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
世
界
の
不
思
議

の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
五
行
を
意
味
す
る
五
方
塔

（
ゴ
ホ
ウ
ト
ウ
）
が
寺
を
取
り
囲
ん

で
い
ま
す
。 

vol.3

◆ 

塔
寺
（
タ
プ
サ
）
◆ 

　
〜
百
年
の
間
、
神
秘
的
な
形
で
残
る
石
塔
〜 

　
平
成
24
年
２
月
26
日
、

木
こ
り
体
験
（
間
伐
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
が
行
わ
れ
、

20
名
が
参
加
し
ま
し
た
！ 

　
木
こ
り
体
験
に
合
わ
せ
て
毎
回
行

っ
て
い
る
の
が
「
林
床
植
生
調
査
」
で

す
。
間
伐
の
前
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
下

に
生
え
て
い
る
植
物
の
名
前
や
大
き
さ
、

個
体
数
な
ど
を
調
査
し
、

そ
の
後
数
年
間
か
け
て
、

そ
れ
ら
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
か
を
調
べ
て

い
き
ま
す
。
照
葉
樹
が

自
然
に
芽
生
え
る
た
め

の
効
果
や
方
法
を
検
討

す
る
他
、
間
伐
の
効
果

を
実
感
し
て
も
ら
い
た

い
、
と
市
民
参
加
で
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
平
成
18

年
か
ら
始
ま
り
、
照
葉

樹
や
草
本
の
芽
生
え
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

思
う
よ
う
に
育
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず
原
因
と
考

え
ら
れ
る
「
シ
カ
の
食
害
対
策
」
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

間
伐
後
に
シ
カ
柵
を
設
置
し
た
の
で
、

効
果
が
楽
し
み
で
す
。 

 

自
然
に
芽
生
え
て
も
、
成
長
し
な
い
？ 

「林床植生調査」の様子 

小杉 真貴子 

小野田 浩二 

力武  杏奈  

田中  祥子  
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上位所得者 

一 般  

住民税非課税 

自己負担限度額（月額） 手　続　き 

150,000円＋（医療費－500,000円）×1％ 

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％ 

３５,４００円 

役場窓口にて、「限度額適用認定証」
の交付を申請し、医療機関窓口で提
示して下さい。 
 
役場窓口にて、「限度額適用・標準負
担額限度額認定証」の交付を申請し、
医療機関窓口で提示して下さい。 

所得区分 

低所得 

自己負担限度額（月額） 
手　続　き 

外来（個人ごと） 

４４,４００円 

１２,０００円 

８,０００円 

４４,４００円 

２４,６００円 

１５,０００円 

80,100円＋ 
（医療費－267,000円）×1％ 

役場窓口での手続は必要ありません。 
保険証を医療機関窓口で提示して
下さい。 
　 
役場窓口にて、「限度額適用・標準
負担額限度額認定証」の交付を申請
し、医療機関窓口で提示して下さい。 

所得区分 

現 役 並 み  
所 得 者  

一　 　般 

Ⅱ 

Ⅰ 
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① 早割制度 

② ６カ月前納　 

③ １年前納 

現金・クレジットカード 

な　し 

　 ７３０円 

３，１９０円 

口座振替　 

（月々）５０円　 

１，０２０円 

３，７８０円 

　国民年金は、老後や、もしもの時に、あなたの大きな支えとなります。 

　保険料の納め忘れが続くと、将来年金を受け取れない場合や障害年金や遺族年金を受け取れない

場合があります。もしもの時に後悔することのないよう、保険料はきちんと期限内に納めましょう。 
 

 

国民年金保険料は、平成24年4月から 月額14,980円 に変わります 
 

● 保険料を前納すると割引があります。 
前納割引には３種類の制度があります。 

割引額は、下表のとおりで、前納するなら納め忘れのない口座振替が大変お得です。 

口座振替又はクレジットカードにて納付を希望される場合は、事前にお申し込みが必要です。 

 

 

 

 

 

 

※早割制度とは・・・口座振替のみの制度です。通常、当月保険料は、翌月末に振替されますが、

　翌月ではなく当月末に振替されることにより、月々５０円割引されます。 

 

 
国民年金保険料には 免除制度 や 学生納付特例制度 があります 

 

　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納めることが困難な場合に、申請により保険料が免除

される制度があります。　免除には、所得に応じて全額・４分の３・半額・４分の１の４種類が
あり、前年の所得により審査されます。免除の他に、30歳未満の方を対象にした若年者納付猶予制

度や学生の方（一部対象とならない学校や学科がありますのでお問い合わせください）を対象にし

た学生納付特例制度があります。　 

　なお、若年者納付猶予制度及び学生納付特例の承認期間は、年金の受給資格期間には参入
されますが、年金額の計算には反映されませんので、就職などで収入が得られるようになった
場合は、10年以内であれば保険料を納めることができる「追納制度」を利用されることをおすすめ

します。 

　免除期間は毎年７月～翌年６月で、学生納付特例期間は毎年４月から翌年３月までとなり、毎年
申請が必要です。 
　また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付の上申請されると審査が有利に

なる特例制度もありますのでお問い合わせください。 

 
■ 問合せ先 ■ 

宮崎年金事務所　1５２－２１１１　又は　役場福祉保健課　1７７－１１１４ 
 

「国民年金保険料」は きちんと納めましょう！「国民年金保険料」は きちんと納めましょう！「国民年金保険料」は きちんと納めましょう！
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日付 地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 

◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ 

と
　
き
　
４
月
12
日（
木
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
４
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
乳
児
歯
科
健
診 

と
　
き
　
４
月
16
日
（
月
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
平
成
21
年
２
・
３
・
８
・
９
月
生 

　
　
　
　
平
成
22
年
２
・
３
月
生 

　
　
　
　
平
成
23
年
２
・
３
月
生 

 

※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

  

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
つ
い
て 

 

　
次
の
と
お
り
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

を
行
い
ま
す
。 

と
　
き
　
４
月
19
日
（
木
） 

受
　
付
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

と
こ
ろ
　
健
康
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
生
後
３
ヶ
月
か
ら
生
後
90
ヶ
月

（
７
歳
半
）
未
満
で
２
回
投
与
を

終
了
し
て
い
な
い
方 

そ
の
他
　
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。 
 

※
詳
し
く
は
健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

平
成
24
年
度 

各
種
ガ
ン
検
診 

  

申
込
み
案
内
に
つ
い
て 

 

　
今
月
号
（
４
月
号
）
の
広
報
あ
や
と
一

緒
に
、
各
世
帯
に
「
平
成
24
年
度
　
各
種

ガ
ン
検
診
の
申
込
み
案
内
」
チ
ラ
シ
（
オ

レ
ン
ジ
色
の
紙
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
ま

ず
は
一
年
に
一
度
の
体
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お

こ
な
い
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
検
診
に
つ
い
て
不
明
な
点
、
ご

相
談
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
綾
町
健
康
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

   

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て 
 

　
綾
町
で
は
不
妊
治
療
費
（
一
般
不
妊
治

療
費
・
特
定
不
妊
治
療
費
）
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
補
助
は
平
成
23

年
３
月
か
ら
平
成
24
年
２
月
分
ま
で
の
検

査
費
用
や
治
療
費
が
該
当
し
ま
す
。
平
成

24
年
３
月
中
に
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
詳
細
は
健
康
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
（
担

当
村
岡
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

心
の
電
話
相
談 

 

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で 

 

誰
か
に
相
談
し
て
み
ま 

 

せ
ん
か
？ 

  

★
こ
こ
ろ
の
電
話 

　
1
三
二
―
五
五
六
六  

　
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時 

　
　
　
　
　
　
月
〜
金
（
祝
日
除
く
） 

 

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

宮
崎
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー 

　
1
七
七
―
九
〇
九
〇 

　
受
付
時
間
　
午
後
８
時
〜
午
後
11
時 

　
　
　
　
　
　
水
・
金
・
日 

 

★
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟 

　
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話 

　
1
〇
一
二
〇
―
七
三
八
―
五
五
六 

　
受
付
時
間
　
午
前
８
時
〜
翌
朝
８
時 

　
　
　
　
　
　
毎
月
10
日 

 

★
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
み
や
ざ
き 

　
　
　
　
　（
18
歳
以
下
の
子
ど
も
専
用
） 

　
1
〇
一
二
〇
―
〇
八
四
―
〇
五
七 

　
受
付
時
間
　
午
後
３
時
〜
午
後
９
時 

　
　
　
　
　
　
毎
週
土
曜
日
と 

　
　
　
　
　
　
第
１
・
第
２
日
曜
日 

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

広　沢 

倉　輪 

 

25（水） 

26（木） 

「国民年金保険料」は きちんと納めましょう！「国民年金保険料」は きちんと納めましょう！
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【 一般書 】 
はなまるマーケット毎日食べたい三ツ星レシピ 

かわいい御朱印めぐり 

世界でいちばん幸せな国ブータンの言葉 

共喰い（芥川賞受賞作） 

道化師の蝶（芥川賞受賞作） 

コーヒーブルース 

イルミネーション・キス 

親鸞　激動篇　上・下 

 

【 児童書 】 
図解東京スカイツリーのしくみ 

おりがみでミュージカルごっこ 

つぎ、なにをよむ？　１・２年生 

給食室の日曜日　　村上 しいこ／作 

トチの木の１年　　　 

カエサルくんとカレンダー 

おべんとう 

ピヨピヨハッピーバースデー 

お す す め の 本  お す す め の 本  ※他にもたくさんの本が入っています 

田中 慎弥／著 

円城　塔／著 

小路 幸也／著 

橋本　紡／著 

五木 寛之／著 

★大きな文字で読みやすい大活字本が約100冊入りました。 

鈴木さんが作られた工作の一部です 

てるは 
図書館 
77-0180

　
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

21
日（
土
）  

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
5
分 

ア
ニ
メ
「
ぼ
く
チ
ロ
！
て
が
み
が
ほ
し
い
」 

●
お
は
な
し
会 

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

　
毎
週
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
10
時
20
分 

 　
月
の
休
館
日 

１
日
（
日
）・
毎
週
月
曜
日
　 

 

４ ４ 

　
こ
ど
も
の
読
書
週
間 

 

　
４
月
23
日
〜
５
月
12
日
は
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
で
す
。
今
年
の
標
語
は
、「
君

と
未
来
を
つ
な
ぐ
本
」
で
す
。 

　
読
書
を
通
し
て
家
族
の
き
ず
な
を
深
め

よ
う
と
、
家
族
で
本
を
読
ん
だ
り
感
想
を

話
し
合
っ
た
り
す
る
『
家
読
』
が
今
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
読
書
を
楽
し
む
時
間
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。 

 

図
書
館
活
用
体
験
記 

 

図
書
館
を
活
用
し
た
体
験
記
を
、
鈴
木
み

ち
子
さ
ん
（
昭
和
地
区
）
に
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 【
図
書
館
と
私
】 

　
今
度
孫
達
が
来
た
時
に
は
何
し
て
遊
ぼ

う
か
な
ぁ
と
考
え
る
の
が
、
孫
達
を
得
て

か
ら
の
こ
こ
十
年
余
り
の
楽
し
み
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
馬
事
公
苑
で
の
ポ
ニ
ー
乗
馬
や
松
原
公

園
で
の
水
遊
び
、
綾
川
荘
で
の
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
に
鯉
の
え
さ
や
り
。
戸
外
ば
か
り
で

な
く
室
内
遊
び
も
大
好
き
な
孫
達
。
特
に

紙
や
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
の
工
作
は
、
バ
レ

ー
や
卓
球
に
疲
れ
た
後
に
は
ぴ
っ
た
り
で

す
。 

　
そ
ん
な
時
大
い
に
助
け
て
く
れ
る
の
が
、

て
る
は
図
書
館
の
様
々
な
工
作
の
本
で
す
。 

紙
飛
行
機
作
り
や
割
り
ば
し
と
輪
ゴ
ム
を

使
っ
て
の
お
も
ち
ゃ
作
り
、
思
い
出
す
の

に
骨
が
折
れ
る
程
の
工
作
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た
。 

　
こ
の
正
月
に
は
切
り
絵
に
挑
戦
。
２
パ

タ
ー
ン
の
色
紙
折
り
を
覚
え
る
だ
け
で
無

限
に
近
い
程
の
模
様
が
で
き
あ
が
る
の
で

す
。
折
っ
て
切
っ
て
開
く
時
の
ワ
ク
ワ
ク

感
・
・
・
。
　
　
　 

　
先
日
は
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
を
図
書

館
員
さ
ん
に

習
っ
て
孫
の

名
前
を
彫
っ

て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

て
る
は
図
書

館
は
大
好
き

な
知
恵
の
宝

庫
で
す
。 

 

※
く
ら
し
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
和
紙
や
広
告
ち

ら
し
を
使
っ
た
工
作
の
本
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
小
物
な
ど
の
本
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　 

こ
の
本
い
か
が
？
„
旬
“
の
本 

 

　
４
月
は
入
園
・
入
学
（
進
学
）・
就
職
と

新
し
い
生
活
の
始
ま
り
の
季
節
で
す
ね
。

も
う
新
生
活
の
準
備
は
お
済
み
で
し
ょ
う

か
？ 

 『
決
定
版
！
幼
稚
園
の
お
べ
ん
と
う
裏
ワ

ザ
大
事
典
』 

『
ま
い
に
ち
ル
ン
ル
ン
通
園
通
学
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』 

『
お
母
さ
ん
の
お
つ
き
あ
い
と
マ
ナ
ー
』 

『
１
０
０
円
文
具
「
超
」
仕
事
術
』 

『
敬
語
力
の
基
本
』 

 

　
子
ど
も
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り 

 

　
春
の
子
ど
も
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
次
号
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

日
　
時
　
５
月
５
日
（
土
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
３
０
分 

内
　
容
　
図
書
館
ク
イ
ズ
、
お
は
な
し
会
、 

　
　
　
　
映
写
会
　
な
ど 

 
・
・
・ 
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い 

・
・
・ 

 

　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
差
し
上
げ

ま
す
。 

配
布
期
間
　
４
月
３
日
　
午
前
９
時
〜 

※
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

 

4
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
出
会
い
の
会 

　 セ
ン
タ
ー
で
の
出
会
い
が
楽
し
い
子
育
て
に

つ
な
が
り
、
子
育
て
仲
間
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
す
よ
う
に
。
子
育
て
中
の
み
な
さ
ん
、
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

11
日
（
水
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
散
歩 

　 近
く
の
公
園
ま
で
散
歩
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

帽
子
、
水
筒
な
ど
必
要
な
物
を
お
持
ち
下
さ
い
。 

　  

18
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
親
子
遊
び
　 

 

体
操
や
リ
ズ
ム
遊
び
、
鯉
の
ぼ
り
も
作
り
ま

し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

20
日
（
金
）
綾
っ
子
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
15
時 

と
こ
ろ
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
自
然
動
物
園 
　 10

時
に
町
公
民
館
を
出
発
し
ま
す
。
各
自
必

要
な
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
大
人
は
入

場
料
が
必
要
で
す
。
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

行
き
ま
す
の
で
、
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

25
日
（
水
）
誕 

生 

会 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
4
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

　 対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

 

　
歯
磨
き
の
習
慣
は
、
歯
が
生
え
る
前
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
子
ど
も
が
歯
ブ
ラ

シ
を
持
つ
「
自
分
磨
き
」
と
、
大
人
が
す

る
「
仕
上
げ
磨
き
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

　
最
初
の
乳
歯
が
生
え
る
の
は
、
だ
い
た

い
生
後
６
〜
８
か
月
こ
ろ
。
一
般
的
に
下

の
前
歯
か
ら
生
え
始
め
ま
す
。
大
人
は
「
食

べ
た
ら
磨
く
」
の
習
慣
を
理
解
し
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
は
そ
れ
を
知
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
大
人
の
感
覚
で
「
歯
が
生
え

た
か
ら
、
仕
上
げ
磨
き
を
し
な
く
て
は
」
と
、

あ
る
日
、
突
然
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
口
に
い

れ
る
と
、
子
ど
も
は
と
て
も
驚
き
ま
す
。

ま
た
、
口
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
本
能
的

に
不
快
に
感
じ
る
も
の
な
の
で
、
非
常
に

抵
抗
感
を
も
ち
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

　
ま
ず
は
、
歯
が
生
え
る
前
か
ら
、
口
に

触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
る
よ
う
に
か
か

わ
り
ま
し
ょ
う
。
普
段
か
ら
口
の
周
り
に

触
れ
る
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
ん
で
お
く

と
、
口
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
楽
し
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
食
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
さ
湯
か
麦
茶
を

一
口
飲
ま
せ
て
、
口
の
中
を
さ
っ
ぱ
り
さ

せ
「
食
べ
た
ら
口
を
き
れ
い
に
す
る
」
と

い
う
こ
と
を
、
感
覚
で
理
解
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
は
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
を

人
差
し
指
に
巻
い
て
、
歯
を
軽
く
拭
い
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
１
日
１
回
、
寝
る
前
に

行
え
ば
十
分
で
す
。
こ
れ
も
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
感
覚
で
行
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

親子教室「コアラ」 
～おはなし隊のキャラバンカーがやって来た！ 

（
南
麓
地
区
）

（
麓
地
区
）

（
神
下
地
区
） 

平
成
24
年
2
月
7
日
生 

平
成
24
年
2
月
22
日
生 

平
成
24
年
2
月
23
日
生 

3
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※掲載を希望されない場合は、出生届提出の際に 
　お申し出ください。 
 

な
が
　
と
も
　 

ら
い
　
と 

 

ゆ
　  

あ
さ
　
あ
き
　 

な 

な
が
　
と
も
　  

こ
　
は
る 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

お す す め の 本  お す す め の 本  ●●

・
・
・ 

・
・
・



11

有機農業 
開発センター 
77-0100

　
公
害
防
止
協
定
調
印
式 

 

　
県
ブ
ラ
ン
ド
品
目
認
定
の
「
み
や
ざ
き

地
頭
鶏
」
を
生
産
す
る
（
株
）
地
頭
鶏
ラ
ン

ド
日
南
綾
農
場
が
陣
之
尾
に
開
設
さ
れ
、

こ
れ
に
伴
い
、
３
月
８
日
、
公
害
防
止
協

定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協

定
は
、（
株
）
地
頭
鶏
ラ
ン
ド
日
南
綾
農
場

が
運
営
し
て
い
る
農
場
の
増
設
及
び
操
業

に
当
た
り
地
域
住
民
の
生
活
環
境
と
自
然

環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

こ
の
た
め
当
農
場
は
公
害
関
係
法
規
の
遵

守
と
、
綾
町
が
実
施
す
る
環
境
保
全
行
政

の
意
向
を
尊
重
し
て
公
害
の
防
止
を
図
り

ま
す
。 

 

　
あ
な
た
の
大
切
な
家
畜
た
ち 

　
そ
の
命
を
守
れ
る
の
は
あ
な
た
で
す 

 

家
畜
防
疫
で
最
も
重
要
な
の
は
、「
発

生
予
防
」と「
早
期
発
見
・
通
報
」で
す
！ 

 

発
生
予
防
の
た
め
に「
防
疫
ラ
イ
ン
」を

決
め
て
、ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止
を
図
り

ま
し
ょ
う
。 

①
外
部
か
ら
関
係
者
以
外
の
人
や
車
両
を

入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

②
農
場
出
入
り
口
で
の
人
・
車
両
の
消
毒
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。　
　 

③
畜
舎
専
用
の
作
業
着
と
長
靴
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。 

④
畜
舎
出
入
口
で
の
長
靴
消
毒
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。 

 

早
期
発
見
・
通
報
の
た
め
に 

 

①
家
畜
の
病
気
に
対
す
る
知
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。 

②
日
頃
か
ら
家
畜
を
よ
く
観
察
し
、健
康
状

態
を
記
録
し
ま
し
ょ
う
。 

③
家
畜
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
ら
、直
ち
に

か
か
り
つ
け
の
獣
医
師
又
は
家
畜
保
健

衛
生
所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
連
　
絡
　
先 

宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所 

　
　
　
　
1
七
三
―
一
三
七
七 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
や
ざ
き
中
部
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
1
七
五
―
二
〇
七
四 

綾
町
役
場
農
林
振
興
課 

　
　
　
　
1
七
七
―
〇
一
〇
〇 

  

毎
月
20
日
は
、 

「
県
内
一
斉
消
毒
の
日
」
で
す
。 

畜
舎
等
の
消
毒
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！ 

　毎月５日と１５日は、「森林セラピー体験の日」として町民向けのセラピーを実施
しています。気軽にセラピーを体験していただけるよう低料金で開催していますので、
是非ご参加ください。 
　内容については、ご相談の上変更も可能です。お気軽にお問い合わせください。　 
 
○コ ー ス　【Ａコース】（定員20名）川中公園コース 

　　　　　　【Ｂコース】（定員10名）護国神社周辺コース 
 
○時　　間　  ９：３０～１２：００ 
 
○集合場所　  役場裏駐車場 
 
○参 加 料　  一人　５００円 
 
※5日、15日以外の日程でもセラピーは開催できますので、 
　ご都合の良い日がありましたら、3日前までにお申し込み 
　ください。 

 ★  ★  ★ 

詳しくは、農林振興課内 
森林セラピー推進協議会事務局 
（長峰）まで！　177-0100

もりりん 



地
区 

日
付 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

2 

3 

4 

5 
 

6 

9 

10 

11 

12 
 

13

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 
カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

   

  
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

  

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

       

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 
ペットボトル（赤） 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

   

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
ペットボトル（赤） 

 
ペットボトル（赤） 

 
ペットボトル（赤） 

  

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
ペットボトル（赤） 

 
ペットボトル（赤） 

  古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

       

  蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

       

 ★  ★ 



地
区 

日
付 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（日） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

15 

16 

17 

18 

19 
 

20 

23 

24 

25 

26 

27 

30

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

 
カン・ビン（赤） 

      

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

   

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

  

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
カン・ビン（赤） 

 
カン・ビン（赤） 

     古　紙 
  〔雑誌・菓子箱〕 
  〔牛乳パック〕 
  〔新聞チラシ類〕 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

       

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

   

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

  

    
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

      
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

  
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 
容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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　地域での農業のあり方について議論を進め、地域農業を担う経営体や生産基盤と

なる農地を確保し、農業の競争力・体質強化を図り、持続可能な農業を実現するた

め、平成24年度から国の支援事業が開始されます。 

青年就農給付金（準備型） 
 

農業技術の研修中に給付金を給付します。　　　　　 

給付額：150万円／年（最長２年間） 
 

県農業大学校や県が指定する先進農家・先進農業法人等で研修を受ける方で、 

以下の要件をすべて満たす方 

 
①就農予定時の年齢が45歳未満の方 

②県が認める研修機関等で概ね1年以上研修する方 

③研修終了後1年以内に就農する方 

④自ら農業経営または農業法人に雇用されて就農する方 

※研修終了後1年以内に就農しなかった場合、2年以上就農を継続しなかった場合は全
額返還となります。 

 

 

青年就農給付金（経営開始型） 
 

農業を始めて間もない時期に給付金を給付します。　 

給付額：150万円／年（最長５年間） 
 

農業を始めてから経営が安定するまでの方で、以下の要件をすべて満たす方 

 
①45歳未満で独立・自営就農する方 

②就農する市町村の「人・農地プラン」に位置づけられている方 

③就農後の所得が250万円未満の方 

④国の他の事業と重複受給でないこと 

※親元就農は給付対象になりません。但し、親とは別の経営をする場合や親の経営に従
事して5年以内に経営を継承する場合、親の経営から独立した部門経営を行う場合は
給付対象となります。 

※町が適切な就農をしていないと判断した場合、所得が250万円以上ある場合は、給付
が打ち切りになります。 

◆ 新規就農者への支援事業が開始されます ◆
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Information

 

　
宮
崎
交
通
㈱
よ
り
、
ご
協
力
・
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
宮
交
バ
ス
の
宮
原
地
区
乗

入
れ
が
、
３
月
17
日
（
土
）
か
ら
開
始
さ

れ
ま
し
た
。 

　
綾
・
宮
崎
間
を
一
日
３
〜
５
往
復
し
ま

す
が
、
平
日
、
土
曜
日
、
日
祝
日
に
よ
り
本

数
、
時
間
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
乗
車
す

る
際
は
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
皆
様
方
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

   

　
４
月
の
水
質
検
査
は
、
４
月
24
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
23
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
建
設
課
上
下
水
道
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
三
四
六
七 

  

 

　「
あ
や
町
議
会
だ
よ
り
１
４
１
号
」
３
頁

「
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
」
記
事
内
に

お
い
て
、
記
載
事
項
に
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
。
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。 

 

平
成
23
年
度
か
ら
は
８
地
区
追
加 

誤
）
対
象
年
令
75
才
以
上
、１
回
８
４
０
円

　  

の
補
助
を
年
48
回
ま
で 

　
← 

正
）
対
象
年
令
75
才
以
上
、１
回
５
６
０
円

　  
の
補
助
を
年
48
回
ま
で 

 

（
綾
町
議
会
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会
） 

  

　
綾
町
を
ま
る
ご
と
、

お
得
に
楽
し
め
る
特

典
い
っ
ぱ
い
の
旅
札

が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
旅
札
の
事
業

は
、
財
団
法
人 

自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
綾
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
「
夢
来
人
の
会
」
が
、
宝
く
じ
の
助
成

金
を
う
け
て
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ご
家
族
・
ご
友
人
等
で
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

          

◆
販
売
価
格 

　
１
枚
　
一
、
〇
〇
〇
円 

◆
旅
札
特
典 

①
照
葉
大
吊
橋
・
綾
城
・
国
際
ク
ラ
フ 

ト
の
城
へ
の
入
場
が
で
き
ま
す
。 

②
参
加
店
で
お
楽
し
み
引
換
券
（
３
枚
）

を
お
好
き
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
交

換
で
き
ま
す
。 

③
参
加
店
で
旅
札
を
提
示
し
て
優
待
特

典
を
う
け
ら
れ
ま
す
。 

 

※
た
だ
し
、
優
待
特
典
が
受
け
ら
れ
る
の
は
１

施
設
（
店
）
に
つ
き
１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。 

 ◆
旅
札
販
売
所 

綾
国
際
ク
ラ
フ
ト
の
城
、
綾
ふ
れ
あ
い
館
、

綾
町
観
光
案
内
所
、
照
葉
大
吊
橋 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
産
業
観
光
課
　
七
七
―
三
四
六
四 

 

①
修
理
代
　
原
則
無
料 

但
し
、
部
品
、
材
料
、
電
池
交
換
に
は
、

お
客
様
の
事
前
了
解
の
上
、
実
費
を
頂

き
ま
す
。 

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

②
開
院
日
　
偶
数
月
の
第
３
土
曜
日 

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

　（
受
付
は
、
午
後
３
時
頃
ま
で
） 

③
場
　
所
　
綾
町
児
童
館 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
大
　
澤
　
　
昇 

　
　
携
帯 

〇
九
〇
―
八
八
四
〇
―
四
九
四
九 

      

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
、 

①
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る 

②
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い 

③
相
談
し
て
み
た
が
、説
明
に
納
得
が
い
か

な
い 

④
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い 

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 
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次
の
と
お
り
、
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

と
　
き
　
４
月
20
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

と
こ
ろ
　
綾
町
公
民
館
２
階
　
会
議
室 

　
　
　
　
相
談
員
　
福 
留
　
清 

人 

　
な
お
、
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評

価
事
務
所
（
1
二
四
―
一
一
〇
〇
）
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
税
政
課
） 

 

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
綾
町
の

人
権
擁
護
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
・

心
配
事
が
あ
る
方
は
安
心
し
て
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員 

 

川
上 

和
子
（
立
町
）
1
七
七
―
二
〇
五
六 

日

 

通
夫
（
揚
町
）
1
七
七
―
三
一
八
八 

籾
田 

孝
一
（
古
屋
）
1
七
七
―
〇
五
七
二 

（
町
民
生
活
課
） 

 

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

と
　
き  

４
月
20
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

と
こ
ろ
　
綾
町
公
民
館 

担
当
者
　
綾
町
人
権
擁
護
委
員
　
川
上 

和
子 

　
　
　
　
綾
町
人
権
擁
護
委
員
　
籾
田 

孝
一 

 

※
宮
崎
地
方
法
務
局
（
1
二
二
―
五
一
二
四
）

で
は
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

町
民
生
活
課) 

  　
地
価
調
査
の
内
容
、
地
価
公
示
・
調
査

等
を
利
用
し
た
簡
易
な
地
価
水
準
の
求
め

方
、
土
地
建
物
の
価
格
、
賃
料
、
そ
の
他
不

動
産
の
有
効
利
用
等
に
関
す
る
ご
相
談
な

ど
を
受
け
付
け
ま
す
。 

日
　
時
　
平
成
24
年
４
月
14
日
土
曜
日 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

会
　
場
　
宮
崎
県
立
図
書
館 

相
談
員
　
宮
崎
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
所

　
　
　
　
属
の
不
動
産
鑑
定
士
20
名 

共
　
催
　
宮
崎
県
立
図
書
館 

後
　
援
　
国
土
交
通
省
・
宮
崎
県 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
社
団
法
人 

宮
崎
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会 

事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
二
九
―
三
三
八
九 

      

　
人
材
を
求
め
る
県
内
企
業
と
Ｕ
・
Ｉ
タ

ー
ン
希
望
者
、
新
規
学
卒
者
の
出
会
い
の

場
と
し
て
、
県
外
３
会
場
で
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。 

◆
開
催
地
お
よ
び
期
日 

【
東
京
】　
会
場
　
都
道
府
県
会
館 

　
　
　
　
期
日
　
４
月
14
日
（
土
） 

【
福
岡
】　
会
場
　
天
神
ビ
ル 

　
　
　
　
期
日
　
５
月
12
日
（
土
） 

【
大
阪
】　
会
場
　
大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル 

　
　
　
　
期
日
　
５
月
19
日
（
土
） 

◆
開
催
時
間 

　
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
正
午
〜
） 

◆
対
象
者 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、
新
規
大

学
等
卒
業
予
定
者 

◆
参
加
企
業 

県
内
で
就
業
す
る
人
材
を
募
集
す
る
企

業
（
参
加
企
業
は
、
宮
崎
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。「
宮
崎

県
就
職
説
明
会
」
で
検
索
） 

◆
参
加
料
　
無
　
料 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
宮
崎
県
地
域
雇
用
対
策
室 

　
　
　
　
　
　
　
二
六
―
七
一
〇
五 

   

　
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
学
習
支
援
を
す
る

と
と
も
に
、
中
学
生
の
家
庭
で
学
ぶ
意
欲

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
下
記
の
と
お

り
「
中
学
生
学
習
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
４
月
初
め
に
案
内

し
ま
す
。
な
お
、
学
習
教
室
の
開
始
は
、
５

月
連
休
後
に
な
り
ま
す
。 

 

○
中
学
生
学
習
教
室
　
※（
　
）内
は
受
講
料 

●
学
年
別
…
各
学
年
２
ク
ラ
ス 

　
　
中
１
（
三
、〇
〇
〇
円
） 

　
　
中
２
（
五
、〇
〇
〇
円
） 

　
　
中
３
（
五
、〇
〇
〇
円
） 

●
内
　
容
　
英
語
、
数
学 

　
　
　
　
　
※
中
３
は
社
理
を
含
む 

●
場
　
所
　
綾
町
公
民
館 

●
講
　
師
　「
昴
」 

●
と
　
き
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分 

　
中
１ 

・・・ 

週
１
回
（ 

木 

） 
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中
２ 

・・・ 

週
２
回
（
月
・
水
） 

　
中
３ 

・・・ 

週
３
回
（
火
・
水
・
金
） 

　
※
中
３
社
理
は
隔
週
実
施 

　 ○
特
別
講
座
　
※
別
途
案
内
を
し
ま
す
。 

●
新
中
１
（
春
休
み
） 

●
中
３
　（
夏
休
み
、
冬
休
み
、
入
試
前
） 

 

※
学
校
を
通
じ
て
案
内
を
し
ま
す
が
、
詳
し

い
内
容
等
は
教
育
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
八
三 

 

　
花
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
貫
と
し
て
、
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
（
見
学
会
）
を
下
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
花
づ
く
り
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

と
　
き
　 

　
５
月
19
日（
土
） 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

と
こ
ろ
　 

　
フ
ロ
ー
ラ
ン
テ
宮
崎
（
宮
崎
市
山
崎
町
） 

　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
（
宮
崎
市
内
個
人
庭
園
） 

　
※
車
で
送
迎
し
ま
す
。 

個
人
負
担
　
フ
ロ
ー
ラ
ン
テ
宮
崎
入
園
料

　
３
０
０
円
、
昼
食 

定
　
　
員
　
20
名 

申
込
期
限
　
４
月
27
日
（
金
）
ま
で 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
八
三 

 

　
綾
の
榧 

囲
碁
・
将
棋
大
会
が
、
左
記
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
参
加
希
望
の
方
は
、
役
場
企
画
財
政
課

（
1
七
七
―
二
九
四
八
）
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
平
成
24
年
６
月
３
日
（
日
） 

　
　
　
　
受
付
開
始
　
午
前
８
時
30
分
〜 

　
　
　
　
対
局
開
始
　
午
前
９
時
30
分
〜 

と
こ
ろ
　
綾
町
式
部
ふ
れ
あ
い
体
育
館  

　
　
　(

旧
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
体
育
館) 

参
加
料
　
二
、
〇
〇
〇
円
（
昼
食
代
込
） 

（
子
ど
も
将
棋
ク
ラ
ス
は
一
、〇
〇
〇
円
） 

募
集
期
間
　
４
月
23
日(

月)

〜
５
月
25
日(

金) 
 

※
各
ク
ラ
ス
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

       

　
今
年
も
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

 【
テ
ー
マ
】 

　「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」の
情
景 

　
〜
生
活
の
営
み
と
景
観
・
文
化
〜 

【
撮
影
対
象
エ
リ
ア
】 

　「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」加
盟
町
村 

（
宮
崎
県
内
…
綾
町
、
高
原
町
） 

【
募
集
締
切
】 

　
７
月
20
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効 

【
作
品
規
定
】 

　
●
四
切
り
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ 

　
●
す
べ
て
の
応
募
作
品
の
裏
面
に
次
の

　
　
項
目
を
必
ず
記
載
。 

　
　
①
氏
名
　
②
作
品
タ
イ
ト
ル 

　
　
③
撮
影
し
た
町
村
名 

 

※
ネ
ガ
お
よ
び
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
や
、
組

写
真
、
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
さ
れ
た

作
品
は
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。 

 

【
賞
金
お
よ
び
賞
品
】 

　
●
グ
ラ
ン
プ
リ
…
…
１
点 

　
　
賞
金
10
万
円
（
副
賞
サ
ン
デ
ィ
ス
ク
社
製
品
） 

　
●
準
グ
ラ
ン
プ
リ
…
３
点 

　
　
賞
金
３
万
円
（
副
賞
サ
ン
デ
ィ
ス
ク
社
製
品
） 

　
●
入
　
選
…
…
…
…
８
点 

　
　
賞
金
１
万
円
（
副
賞
サ
ン
デ
ィ
ス
ク
社
製
品
） 

　
●「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」賞
…
32
点 

　
　
記
念
品
（
各
町
村
の
特
産
品
） 

【
審
査
員
】 

　
写
真
家
　
青 

野  

恭 

典 

氏
　
ほ
か 

【
審
査
発
表
】 

●
入
賞
者
に
は
９
月
中
旬
に
通
知
。 

●
入
賞
作
品
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。 

●
入
賞
作
品
の
原
板
（
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
入
賞
者

に
返
却
。
た
だ
し
、
入
賞
作
品
は
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
保
存
し
、
主
催
者

が
所
有
。 

●
入
賞
作
品
は
、
原
板
（
ネ
ガ
・
ポ
ジ
・

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
）
の
提
出
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
応
募
方
法
】 

●
過
去
３
年
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
で
、

お
一
人
様
１
町
村
に
つ
き
最
大
３
作

品
、
合
計
10
作
品
ま
で
応
募
可
能
。 

●
応
募
用
紙
（
１
作
品
に
つ
き
１
枚
必

要
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作

品
に
同
封
し
て
郵
送
。 
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※
内
容
は
一
部
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す 

1

 

期
間
　
３
／

24
（
土
）
〜
４
／

27
（
金
） 

内
容
　
綾
に
伝
わ
る
民
話
を
方
言
を
交

え
た
文
で
紹
介
す
る
展
示
会
。
お
年

寄
り
に
は
懐
か
し
く
、
若
者
に
は
新

し
い
発
見
が
！ 

 

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
申
込
状
況
に
よ
っ

て
、
延
期
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 　
期
間
　
４
／

29
（
日
）
〜
５
／

６
（
日
） 

内
容
　
ス
ト
ー
ル
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
レ
ザ

ー
ク
ラ
フ
ト
、
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
の
展
示
販
売
を
行
い
ま
す
。 

 

 

※
応
募
方
法
の
詳
細
・
応
募
用
紙
に
つ
い
て

は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
企
画
財
政
課 

企
画
広
報
電
算
係 

　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
二
九
四
八 

    

○
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験 

（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
） 

●
受
付
期
間 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
２
日
（
月
）
〜
４
月
９
日(

月) 

郵
送
又
は
持
参 

４
月
２
日
（
月
）
〜
４
月
３
日(

火) 

●
一
次
試
験
日
・
・
・
４
月
29
日
（
日
） 

 

○
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
） 

●
受
付
期
間 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
10
日
（
火
）
〜
４
月
19
日(

木) 

　
郵
送
又
は
持
参 

　
４
月
10
日
（
火
）
〜
４
月
11
日(

水) 

●
一
次
試
験
・
・
・
６
月
17
日
（
日
） 

 

○
皇
宮
護
衛
官
採
用
試
験 

○
法
務
省
専
門
職
員（
人
間
科
学
）採
用
試
験 

○
財
務
専
門
官
採
用
試
験 

○
国
税
専
門
官
採
用
試
験 

○
食
品
衛
生
監
視
員
採
用
試
験 

○
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験 

○
航
空
管
制
官
採
用
試
験 

●
受
付
期
間 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　
４
月
２
日
（
月
）
〜
４
月
12
日(

木) 

　
郵
送
又
は
持
参 

　
４
月
２
日
（
月
）
〜
４
月
３
日(

火) 

●
一
次
試
験
・
・
・
６
月
10
日
（
日
） 

 

※
受
験
資
格
は
試
験
ご
と
に
異
な
り
ま

す
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す

る
か
。
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

※
受
験
申
込
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
整
っ
て
い
な
い
方
は
、
左
記
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
人
事
院
九
州
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係 

　
　
　
〇
九
二
―
四
三
一
―
七
七
三
三 

　
Ｈ
Ｐ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
」 

　http://w
w
w
.jinji.g

o
.jp/saiyo

/saiyo
.htm

 

   

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（月） 

1 

7 

8 

14 

15 

21 

22 

28 

29 

30

スプリングキャンプミニバスケットボール交歓大会 

 

 

第3回ＡＹＡてるはカップ 
中学生柔道錬成会 

第3回宮崎サンシャインカップ 
　　　　　　（バスケットボール） 

第2回綾てるはドーム 
高等学校柔道錬成大会 

旭川東高校合宿 （～3日） 

 

 

 

大宮高校、日向学院野球部練習試合 

 

 

宮崎リトルシニア合宿 
 

メディカルリーグプライド大会 

帯広緑陽高校高校合宿(～３日） 

 

 

九州大学サッカーリーグ 
 

 

宮崎地区社会人リーグ開幕 

九州大学サッカーリーグ 

 

 

 

九州大学サッカーリーグ 

 

 

 

九州大学サッカーリーグ 

●●

●●

●●●●●●●●●●
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障害の区分 

【身体障害者手帳】をお持ちの方 【療育手帳】をお持ちの方 
障　害　の　級　別 障　害　の　程　度 

【精神障害者福祉手帳】をお持ちの方 
障　害　の　等　級 

本人運転の場合 
生計同一者 
常時介護者 運転の場合 

視 覚 障 害  

聴 覚 障 害  

平 衡 機 能 障 害  

音 声 機 能 障 害  

上 肢 不 自 由  

下 肢 不 自 由  

体 幹 不 自 由  

上肢機能 

移動機能 

肝 機 能 障 害  

併 合 障 害  

1級 ～ 3級 及び 4級の1 

2 級  及び  3 級 

3　級 

3級 

1級、2級の1及び2級の2 

1 級  ～  6 級 

1級 ～ 3級 及び 5級 

1級及び2級（一上肢のみに運動機能障害がある場合を除く） 

1 級  ～  6 級 

1 級  及び  3 級 

1 級  ～  3 級 

1 級  ～  3 級 

1 級  ～  4 級 

心臓・腎臓・呼吸器・
ぼうこう 又は 直腸・ 
小腸の機能障害 

ヒト免疫不全ウイルス 
による免疫機能障害  

乳幼児期以前
の非進行性脳
病変による運
動機能障害 

（平成22年度より対象） 

 

喉頭摘出による音声機能 
障害がある場合に限る 

3級のうち一下肢 
のみの運動機能 
障害を除く 

同　左 

1級、2級 及び 3級の1 

1 級  ～  3 級 

 

 

 

 

 

 

1 級  ～  3 級 

1級～3級 

（ただし、特別支援学校への
通学に使用するものについ
ては、Ｂ1及びＢ2を含む。） 

本人運転の場合 

総合判定Ａ 

総合判定Ａ 

生計同一者 
常時介護者 運転の場合 

本人運転の場合 

1　級 

生計同一者 
常時介護者 運転の場合 

　軽自動車税は、4月1日現在、軽自動車の所有者又は使用者に課税されます。 

　金融機関または綾町役場のほか、各コンビニエンスストアでも軽自動車税を納めることができます。 

　（詳しくは、４月中旬に発送される納税通知書をご覧下さい。） 

 
軽自動車をお持ちの方は、５月１日（火）までに、軽自動車税を納めてください。 

 

平成24年度 軽自動車税減免のご案内 
　「身体障害者手帳」等をお持ちの身体障がい者等が使用する軽自動車、及び身体障がい者等と生計を一にす

る方、または常時介護する方が身体障がい者等のために使用する軽自動車で、下記の条件を満たす場合に限

り、申請により一人一台に限って軽自動車税の減免の申請ができます。4月24日(火)までに役場で申請を済

ませてください。期日を過ぎてしまいますと、申請を受け付けることができませんのでご注意ください。 
 

○ 減免の対象となる条件 
　●軽自動車の所有者が障がい者本人の名義であること。（障がい者が未成年の場合は保護者） 
　●障がいの程度が下記のいづれかの障がいの区分にあてはまること 

○ ご持参いただくもの 
　①身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれか 
　②運転免許証　　③納税通知書（４月１３日発送予定）　　④車検証　　⑤印鑑 
　※昨年度申請していた方も、年度ごとの申請ですので新たに申請して下さい。 
　※戦傷病者手帳をお持ちの方やご不明な点のある方は、左記の総務税政課 町税係へお問合せください。 

軽自動車税は納期限内に！ 
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縦覧制度  
　「縦覧制度」により、納税者が『土地･家屋縦覧帳簿』を縦覧することにより納税者本人の土地及び家屋の

評価額を他の土地及び家屋の評価額と比較ができます。 

　　縦　覧　期　間　　平成24年4月2日（月）から5月31日（木）まで 

　　時　　　　　間　　午前8：30～午後5：15まで（正午～午後1：00までを除く） 

　　縦覧に必要な物　　本人の場合……本人確認ができるもの（運転免許証や保険証など）、印鑑 

　　　　　　　　　　　代理人の場合…納税者からの委任状、代理人の印鑑 

　　※「納税者」とは、固定資産(土地･家屋)を所有し、固定資産税を納めている方です。 

 

閲覧制度  
　「閲覧制度」により、本人の固定資産税課税台帳を閲覧いただいて、課税の内容を確認していただくこと

ができます。 

　なお、5月当初に送付いたします『固定資産税納税通知書』に固定資産税課税台帳と同内容の『固定資産

税課税明細書』を同封しますので、必ずご確認いただき、大切に保管してください。 

　納税義務者に加えて、新たに借地人・借家人、固定資産の処分をする権利を有する一定の方についても

固定資産税課税台帳の閲覧ができます。 

　　閲　覧　期　間　　平成24年4月2日（月）以降は常に閲覧可能 

　　時　　　　　間　　午前8：30～午後5：15まで（正午～午後1：00までを除く） 

　　閲覧に必要な物　　本人の場合………本人確認ができるもの（運転免許証や保険証など）、印鑑 

　　　　　　　　　　　代理人の場合……納税者からの委任状、代理人の印鑑 

　　　　　　　　　　　借地人・借家人…賃貸借契約書又は賃借料を払い込んだ領収書など、印鑑 

 
新築・増改築・取壊しをしたらまず届出を！  
　新築または増改築するために家屋を取り壊したときなど、家屋登記がされている場合は､法務局で「滅失

登記」をしていただき、未登記の場合は､「家屋滅失届」が役場にありますので必要事項(所在地･用途･構造･

床面積･取壊し日)を記入し、押印(認め印可)のうえ提出していただきます。この「家屋滅失届」が提出さ

れたのち、家屋が取り壊されているか現地確認させていただいて、翌年度から課税されないように課税台

帳から削除します。 

　固定資産税は、毎年１月１日現在に登記簿または家屋課税台帳上の所有者である方に課税しております

ので、「家屋滅失届」の提出がない場合、翌年も課税されることになりかねません。 

床面積の大小に関わらず、取壊し後速やかに提出していただくことが必要です｡ 

　なお、増改築をされたら、家屋の評価額が変わることになりますので、評価証明が早急に必要な場合で

も家屋調査をしてからでないと発行することができませんので、増改築された際には役場までご連絡くだ

さい｡ 

 
 

お問い合わせ先・・・綾町総務税政課町税係　電話 ７７－１１１３ 

固定資産税の縦覧期間です。 

　●
　●
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

44 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

2 

3 

5 

6 

9 
 

10 

12 

13 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

23 

24 

25 

26 

27

月 

火 

木 

金 

月 
 

火 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

金 

昭　和 ・ 崎ノ田 

割　付 ・ 中　堂 

宮　原 

宮　原 ・ 宮原住宅 

久木野々 ・ 苗　場 

小田爪 ・ 東中坪 

中川原住宅 ・ 上　畑 

四　枝 

四　枝 

宮ノ谷 

神　下 

二反野 

古　屋 ・ 尾　原 

尾　立 ・ 竹　野 

杢　道 ・ 野　首 

麓 

麓 

西中坪 ・ 北　麓 

南麓住宅 ・ 南　麓 

立　町 ・ 揚　町 

春の全国交通安全運動が「子どもと高齢者の交通事故防止」を運動の基本として実施されます。 
 

期間 ：  4月6日(金)～4月15日(日) 
 

①自転車の安全利用の推進 

②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

③飲酒運転の根絶 
 

①てげてげ運転追放運動の推進 

②セーフティエコドライブの推進 
 
※綾町の交通事故ワースト 
　平成24年1月末現在宮崎県で第一位と悪い状況になっています。 
　7割は町外で発生しており、特に宮崎市が多くなっています。 
　運転中は気を引き締め安全運転を心がけてください。 

（綾町交通安全対策協議会） 
 

春の全国交通安全運動 

 

　
平
成
24
年
４
月
、
宮
崎
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
お
い
て
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開

設
と
あ
わ
せ
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、
救
急
専
用
の
医
療

機
器
を
装
備
し
、
医
師
や
看
護
師
が
搭
乗
し

て
救
命
医
療
を
行
う
専
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、

基
地
病
院
で
あ
る
宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病

院
に
常
駐
し
、
消
防
機
関
等
か
ら
の
出
動
要

請
に
基
づ
き
、
救
急
現
場
に
出
動
し
、
患
者

を
治
療
す
る
と
と
も
に
、
い
ち
早
く
医
療
機

関
へ
搬
送
し
ま
す
。 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
よ
り
、
救
命
率

の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が
図
ら
れ
、
県
民

の
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現
に
つ
な
が

り
ま
す
。 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ

い
て
御
理
解
い
た
だ
き
、

安
全
か
つ
円
滑
な
運
航

に
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

● 

お
問
い
合
わ
せ 

● 

宮
崎
県
医
療
薬
務
課 

　
　
　
電
話
　
二
六
―
七
四
五
一 

宮
崎
大
学
医
学
部
総
務
課 

　
　
　
電
話
　
八
五
―
九
〇
〇
七 

全国の重点 
 
 
 

宮崎県の重点 
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温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
善
意
の
寄
付 
善
意
の
寄
付 

（
敬
称
略
） 

白
壁
に
墨
絵
の
如
き
影
お
と
す
桜
木
の 

黙
今
日
小
寒
を 

孫
の
弾
く
ピ
ア
ノ
の
曲
は
知
ら
ね
ど
も 

湯
呑
み
片
手
に
拍
子
と
り
お
り 

生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品 

三
原 

優
子
さ
ん
（
立
町
地
区
） 

畠
中 

征
郎
さ
ん
（
古
屋
地
区
）　 

　
冷
た
い
空
気
、
静
謐
な
時
間
が
感
じ

ら
れ
る
。
作
者
の
心
の
透
明
度
ま
で
想

わ
れ
る
。
窓
か
ら
見
え
る
と
い
う
桜
木

が
こ
の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
、　
三
原
さ

ん
の
桜
木
　
に
な
る
。 

 

　
ほ
ほ
え
ま
し
い
家
族
の
情
景
が
そ

の
ま
ま
素
直
に
詠
わ
れ
て
い
て
、
読
者

も
ふ
と
そ
の
中
に
居
る
よ
う
な
気
持

に
な
る
。
　
湯
呑
み
　
に
入
っ
て
い
る

の
は
お
茶
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
…
。 

 

　
咲
き
は
じ
め
た
庭
木
の
花
や
実
に

来
る
ヒ
ヨ
ド
リ
や
メ
ジ
ロ
な
ど
な
ど
。

多
い
日
も
あ
れ
ば
少
な
い
日
も
。
そ
こ

ま
で
春
の
来
て
い
る
日
々
。 

 

　
よ
う
や
く
寒
さ
も
ゆ
る
み
、
穏
や
か

な
日
和
に
恵
ま
れ
て
少
し
ば
か
り
の

遠
出
。
里
山
の
麓
に
名
物
の
手
打
ち
蕎

麦
屋
。
近
く
に
は
蕗
の
薹
な
ど
出
て
い

る
だ
ろ
う
。 

 

　
春
は
猫
も
恋
の
季
節
。
こ
の
句
の
通

り
、
夕
方
か
ら
夜
明
け
ま
で
や
か
ま
し

く
鳴
き
な
が
ら
浮
か
れ
歩
く
。
上
句
中

句
の
背
景
の
描
写
も
的
確
。 

【 

解  

説 

】　
　
　
　
　
　
　 

生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」　 

講
師
　
生
野 

由
美
子 

鳥
ど
り
の
来
る
日
来
な
い
日
春
隣
り 

山
裾
の
蕎
麦
屋
の
暖
簾
あ
た
た
か
し 

町
生
涯
学
習
教
室
「
俳
句
」
受
講
生
の
作
品 

山
元 

俊
子
さ
ん
（
麓
地
区
）
　 

井
手 

久
子
さ
ん
（
尾
立
地
区
）　 

月
の
出
の
風
し
ず
ま
り
て
猫
の
恋 

中
村 
敦
子
さ
ん
（
揚
町
地
区
）　 

【 

解  

説 

】　
　
　
　
　
　
　 

生
涯
学
習
講
座
「
俳
句
教
室
」　 

講
師
　
本 

村
　
蠻 

◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

　
物
品
　
　（
地
区
名
） 

    

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

　
故
人
　
　（
地
区
名
） 

 

     ◆
綾
町
育
英
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

　
　
　
物
　
品
　
　 

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆ 

 

　
馬
事
公
苑
と
児
童
館
に
、
外
山
國
夫
さ

ん
（
立
町
）
か
ら
竹
馬
12
対
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
馬
事
公
苑
前
の
芝
生
広
場
に
６
対
、
児

童
館
に
６
対
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

馬
事
公
苑
の
竹
馬
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

さ
ん
と
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 （

産
業
観
光
課
）  

も
だ 

外

山

国

夫

 

吐

師

　

保

 

田

淵

民

男

 

栄

福

満

男

 

    

福
　
満
　
久
実
子 

横

山

輝

男

 

野
　

た
み
子 

宮

川

義

典

 

谷
　
上
　
ヨ
シ
子 

     

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会 

／ 

／ ／ ／ ／     ／／ ／ ／ ／ 

野
　
菜 

野
　
菜 

野
　
菜 

野
　
菜 

    

正
　
美 

ア
ヤ
子 

池
田
榮
子 

キ
　
ク 

助
　
良 

     

　
福
祉
バ
ザ
ー
益
金 

（
立
　
町
） 

（
宮
　
原
） 

（
尾
　
立
） 

（
上
　
畑
） 

    （
神
　
下
） 

（
西
中
坪
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高岡警察署長から感謝状 
 

　高岡警察署長から2名の方が感謝状を授与されました。 

◆少年補導員の清水道雄さん (神下地区 )は昭和61年から25年

もの永きにわたり少年補導員として青少年の健全育成にご尽力

された功績が認められ感謝

状が授与されました。 

◆綾町消防団員の黒木純一

さん（神下地区）は火災現

場や行方不明者捜索など警

察業務に協力された功績が

認められ、感謝状が授与さ

れました。 
 

「ありがとうございました」 
　綾町消防団指導員の黒木純一さん (神下地区 )は昭和59年入

団以来、通算27年もの永きにわたり特に平成12年から指導員

という立場で団員の指導はもとより本町の消防発展に寄与いた

だきました。平成24年3月31日をもって退団されます。黒木

さんの後任として、新たに小松茂樹さん (南麓地区 )が就任され

ます。 

宮崎中央ブロック社会福祉協議会 
「災害時相互応援協定」締結 

 
　3月14日、宮崎市・国富町及び綾町の社会福

祉協議会との間で、『災害時相互応援協定』を締

結しました。この協定は、当該市町において災害

が発生し、被災した市町の社会福祉協議会への

災害救援活動（主にボランティア活動の支援等）

が実施できないときに、必要な物資の提供、職員

の派遣実施などの迅速な応急復旧の対応を行う

ことを目的としています。また、平常時には防災対

策のノウハウを相互に共有することで、防災体制

のさらなる強化をはかります。 

民生委員児童委員を紹介します。 
　民生委員・児童委員は常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行っています。個人の人格を尊重し、身

上に関する秘密を守りますので、それぞれの地区の民生委員さんにご相談ください。 

平成24年 成人式写真 
 

　１月に開催された成人式の

集合写真を、広報に掲載して

ほしいとの要望がありました

ので、掲載させていただきま

した。 

　なお、集合写真の申し込み

をされて、受取りがお済みで

ない方は、教育委員会（電話

77－1183）までご連絡くだ

さい。 

担当地区 

上畑・倉輪 

四枝・中堂 

　揚　・立町 

宮谷・二反野 

古　屋 

昭　和 

担当地区 

宮　原 

神　下 

東中坪 

西中坪 

南　麓 

　麓　 

担当地区 

北麓・久木野  々

杢道・割付 

竹野・尾立 

主任児童委員 

主任児童委員 

 

　氏　名　 

鳥越　千尋 

佐々木幸夫 

木下　敏子 

陶国　正紀 

染矢　利子 

西川　文一 

　氏　名　 

入田　米子 

海老原正利 

大 垣 　 敏  

満田　律子 

黒木多賀子 

柿内　芳子 

　氏　名　 

上野　賢治 

三行　久美 

松方　邦博 

坂田　正夫 

同免木孝子 

 

　電話番号　 

177-1392 

130-7937 

177-0159 

177-1996 

177-1650 

177-2963 

　電話番号　 

177-1515 

177-2414 

177-0853 

177-1126 

177-2747 

177-2155 

　電話番号　 

177-2390 

177-1961 

177-2675 

177-0225 

177-1157 
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綾町たばこ小売組合 
清掃ボランティア 

 

　2月24日、たばこ小売組合の

みなさんによる、ボランティア

清掃がおこなわれました。清掃

された場所は、綾町役場及び綾

手づくりほんものセンター周辺で、

早朝より、掃き掃除、ゴミひろ

い等が行われました。ありがと

うございました。 

春季キャンプin綾 
 

　綾町では、今年も1月～ 2月にかけ

て多くのプロチームや実業団の春季キ

ャンプ（合宿）が行われました。キャ

ンプ期間中はトレーニングだけでなく、

町内の小中学生を対象とした教室など

も開催され、子もたちがプロの選手に

直接指導を受けたり、交流会では記念

写真撮影やサインをもらったりと選手

との楽しい時間を過ごしていました。

また、キャンプ期間中、綾町には県内

外からも多くのファンがおとずれ賑わ

っていました。 

 

第43回 宮日ジュニア展入選 
 

　「第 43回宮日ジュニア展」が

開催され、綾小学校 1年生の湯

淺　雅也くん（麓地区）の作品「か

にとあそんだよ」が特選に入選

しました。おめでとうございます。

今後のご活躍も期待いたします。 

★湯淺君の作品は、かにと遊ぶ

様子が描かれたもので、かにが、

今にも動き出しそうで、子ども

たちの元気にはしゃぐ様子も伝

わってきます。 

 

高校生の集い 
 

　３月４日、町体育館および高年

者研修センターで、「高校生の集い」

が開催されました。この日は多く

の高校生が参加し、レクリエーシ

ョンの部ではバレーやバスケット

ボールを楽しみ、爽やかな汗を流

していました。 

　終了後は中学校の先生も迎えた

懇親会が開催され、保護者の皆さ

んにより用意されたオードブルを

美味しそうに味わい、久しぶりに

再会した仲間と、楽しい時間を過

ごしていました。 

春いっぱいコンサート 
 

　3月10日、綾町文化ホールにお

いて、春の訪れを告げる「第24回

春いっぱいコンサート」が開催さ

れました。出演者は、町立保育所

の園児から町生涯学習教室の受講

生まで幅広く集い、来場者は会場

内に響き渡る大正琴、吹奏楽等の

楽器の生演奏や美しいハーモニー

の歌声に聞き入り、春の音色を楽

しんでいました。最後の全体合唱

では、出演者全員と会場内の来場

者が一つになり「翼をください」

をみんなで合唱し、会場はさらに

盛り上がっていました。 

宮崎マスターズ陸上競技連盟表彰 
 

　2月26日、宮崎マスターズ陸上

競技連盟より、玉田ゆみ子さん（尾

立地区）が「優秀選手賞」として

表彰されました。玉田さんは、昨

年9月19日に神奈川県城山陸上競

技場にて開催された「第14回神奈

川マスターズ混成競技記録会」に

おいて「Ｗ55　五種競技」の部で

2181 点の日本記録を樹立され、

その功績に対し今回の賞が贈られ

ました。おめでとうございます。

今後ますますのご活躍を期待いた

します。 



日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

4月 くらしのカレンダー 
275-8500 

230-7383 

282-5522 

275-2121 

282-5611 

275-1000

日高内科胃腸科…… 

結い診療所………… 

にしぞの内科……… 

こざくら整形外科… 

こむら内科医院…… 

棚田内科泌尿器科… 

1日 

8日 

15日 

22日 

29日 

30日 

の日曜在宅医 4月 

■編集・発行／綾町役場 企画財政課 
〒880-1392 綾町大字南俣515番地 
TEL 0985-77-1111（直通:77-2948） FAX 0985-77-2094 
ホームページ　http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown 
Ｅメール　ayatown@town.aya.miyazaki.jp

在宅医　日高内科胃腸科（275-8500） 

公立保育所入所式 
教職員新任式 

 

わくわく広場 
農業用廃ビニール収集日 

小・中学校始業式 
綾町戦没者慰霊祭 
自治公民館長会 

春の全国交通安全運動（～15日まで） 
定例民生委員会 
交通安全街頭キャンペーン 

綾幼稚園入園式 

在宅医　結い診療所（230-7383） 

中学校入学式 

小学校入学式 
教育委員会 

親子教室「コアラ」 

 

 

 

在宅医　にしぞの内科（282-5522） 

高年者クラブ連合会総会（代議員会） 

子牛セリ市（～18日） 

ゆったり子育て教室 
農業用廃ポリ収集日 
綾町地域婦人会総会 

 

綾町赤十字奉仕団総会 
特設人権相談 
綾っ子広場（バス遠足） 
綾町壮年会連絡協議会総会 

 

在宅医　こざくら整形外科（275-2121） 

 

子牛品評会 
女性の集い総会 

誕生会 
定例農業委員会 

 

 

綾男山まつり（～5月6日まで） 

在宅医　こむら内科医院（282-5611） 

第５回恋人の聖地　照葉短歌賞授賞式 
在宅医　棚田内科泌尿器科（275-1000） 

 

10:00～ 
11:30～ 

 

 9 ：30～11：30 
13：30～17：00 

 
 9 ：00～ 
13:30～ 

 
13：30～ 
16:00～17:00 

10：00～ 

 

 9 ：10～ 

 9 ：40～ 
 

 9 ：30～11：30 

 

 

 

 

13：30～ 

 9 ：15～ 

 9 ：30～11：30 
13：30～17：00 
19：30～ 

 

 9 ：30～ 
10：00～15：00 
10：00～15：00 
19:00～ 

 

 

 

 8 ：00～ 
19：30～ 

10：00～11：30 
13：30～ 

 

 

 

 

11：00～13：00 

 

各公立保育所 
役場会議室 

 

子育て支援センター 
ＪＡ選果場 

 
護国神社 
町公民館 

 
ケアハウス 
木材市場前 

綾幼稚園 

 

綾中学校 

綾小学校 
町公民館 

子育て支援センター 

 

 

 

 

高年者センター 

宮崎中央家畜市場 

子育て支援センター 
ＪＡ選果場 
町公民館 

 

高年者センター 
町公民館 
フェニックス自然動物園 
町公民館 

 

 

 

国富畜産センター 
町公民館 

子育て支援センター 
開発センター 

 

 

中央通り商店街ほか 
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金 

土 

日 

月 

火 

 
水 
 

木 

 

金
 
 
 

土 

日 

月 

火
 
 

水 
 

木 

金 

土 

日 

月
 

天然灰汁発酵建ての藍染め技法 
　綾の地の利を十分にいかしながら

古来の技法を遵守した藍染め技法は、

非常に価値あるものとして平成 20

年に町内初の無形文化財として指定

された。 

未来へ残そう！ 

町花　イワツツジ 
（和名　ひゅうがみつばつつじ） 

　吊橋近くの斜面にイワツツジが美

しい桃色の花を咲かせていました。

この花は綾町の町花となっています。 

4月は、　　　　　　　 
軽自動車税1期、  　 

　　　　　　の納期です。 

納期限は5月1日（火）です。 

今月の一枚 


